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医療機関名

●電話

●担当医師名

緊急連絡先

●電話

●携帯番号

必要時はただちに連絡をアブラキサン＋カルボプラチン＋ペムブロリズマブ
併用治療の特に注意すべき副作用
下記にあげたのは、併用治療を受けた場合に注意が必要な副作用です。特
に、ペムブロリズマブなどの免疫チェックポイント阻害薬による治療では、免
疫がはたらき過ぎることによる副作用があらわれる可能性があります。おも
な症状は、個々の解説ページをご覧ください。

●重篤な血液障害、血球貪食症候群
●神経障害（ギラン・バレー症候群など）
●筋炎・横紋筋融解症
●重症筋無力症
●大腸炎・重度の下痢
●重度の皮膚障害
●間質性肺疾患
●結核
●肝機能障害、肝炎、硬化性胆管炎
●腎機能障害
●内分泌障害
　（甲状腺機能障害、下垂体機能障害、副腎機能障害）

●1型糖尿病
●膵炎
●心筋炎
●脳炎・髄膜炎
●ぶどう膜炎
●黄斑浮腫
●点滴時の過敏症反応（infusion reaction）
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